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１

　

第
九
戦
隊
旗き

艦か
ん

「
北き

た

上か
み

」
の
左さ

舷げ
ん

後
方
か
ら
、
強
い
光
が

届
い
た
。

　

一
箇か

所し
ょ

だ
け
で
は
な
い
。
新
た
な
光
源
が
、
次
々
と
出
現

し
て
い
る
。

「
モ
レ
ス
ビ
ー
が
燃
え
て
い
る
…
…
」

　

誰
か
の
声
が
、
司
令
官
岸き

し

福ふ
く

治じ

少
将
の
耳
に
届
い
た
。

　

ポ
ー
ト
・
モ
レ
ス
ビ
ー
―
今
年
五
月
一
二
日
以
来
、
日

本
軍
の
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

に
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
南
東
部
の
要よ

う

地ち

が
炎
上
し
て
い
る
の
だ
。

　

数
十
秒
の
時
を
経へ

て
、
炸さ

く

裂れ
つ

音
が
届
く
。

　

日
本
軍
が
、
半
年
以
上
に
亘わ

た

っ
て
守
り
通
し
て
き
た
モ
レ

ス
ビ
ー
の
飛
行
場
や
防
御
陣じ

ん

地ち

、
市
街
地
が
、
爆
弾
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
る
音
だ
っ
た
。

「
北
上
」
は
、
動
き
を
止
め
る
こ
と
は
な
い
。

　

夜
の
海
面
を
白
く
切き

り
裂さ

き
な
が
ら
、
モ
レ
ス
ビ
ー
よ
り

遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
。

「
護
衛
部
隊
か
ら
連
絡
は
？
」

「『
針
路
前
方
ニ
敵テ

キ

影エ
イ

ナ
シ
』
と
伝
え
て
お
り
ま
す
」

「
い
い
だ
ろ
う
」

　

通
信
参さ

ん

謀ぼ
う

岡お
か

本も
と

功い
さ
お

少
佐
の
答
を
聞
き
、
岸
は
頷う

な
ずい
た
。

「
守
備
隊
将
兵
は
、
窮

き
ゅ
う

屈く
つ

な
思
い
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う

な
」

「
命
が
け
の
避ひ

退た
い

だ
。
我が

慢ま
ん

し
て
貰も

ら

う
以
外
に
あ
る
ま
い
」

　

首
席
参
謀
二に

反た
ん

田だ

三さ
ぶ

郎ろ
う

中
佐
の
言
葉
に
、
岸
は
む
っ
つ
り

と
答
え
た
。

　

ポ
ー
ト
・
モ
レ
ス
ビ
ー
は
、
日
米
攻
防
の
焦

し
ょ
う

点て
ん

と
な
っ

て
来
た
地ち

だ
。

　

昭
和
一
七
年
八
月
に
、
同
地
に
進
出
し
た
第
一
一
航
空
艦

隊
隷れ

い

下か

の
航
空
部
隊
は
、
連
日
の
よ
う
に
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
の

敵
飛
行
場
や
、
豪ご

う

州し
ゅ
う

本
土
に
物
資
を
輸ゆ

送そ
う

す
る
米
国
の
輸

送
船
団
に
攻
撃
を
加
え
た
が
、
米
軍
も
ま
た
、
四
発
重じ

ゅ
う

爆ば
く

撃げ
き

機き

ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞

に
よ
る
爆
撃
を
モ
レ
ス
ビ
ー
に
加
え
る
と
共
に
、
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

や
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水
上
部
隊
に
よ
っ
て
、
モ
レ
ス
ビ
ー
に
物
資
を
運
ぶ
輸
送
船

団
を
攻
撃
し
た
。

　

激
し
い
攻
防
戦
の
中
、
多
数
の
輸
送
船
と
膨ぼ

う

大だ
い

な
量
の
補

給
物
資
が
珊さ

ん

瑚ご

海か
い

に
沈
み
、
基
地
航
空
部
隊
や
モ
レ
ス
ビ
ー

の
守
備
隊
も
消

し
ょ
う

耗も
う

を
重
ね
、
疲ひ

弊へ
い

し
た
。

　

こ
の
状
況
下
、
米
軍
が
ソ
ロ
モ
ン
諸し

ょ

島と
う

の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

島
に
上
陸
し
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
の
ラ
バ
ウ
ル
を
脅お

び
やか
し

始
め
た
。

　

ラ
バ
ウ
ル
は
、
モ
レ
ス
ビ
ー
の
後
方
支
援
基
地
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
物
資
輸
送
の
中
継
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ラ
バ
ウ
ル
が
陥か

ん

落ら
く

す
る
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
モ

レ
ス
ビ
ー
は
立た

ち
枯が

れ
と
な
る
。

　

大だ
い

本ほ
ん

営え
い

は
こ
こ
に
至い

た

り
、

「
モ
レ
ス
ビ
ー
よ
り
全
守
備
隊
将
兵
を
撤て

っ

退た
い

さ
せ
る
。
作
戦

実
施
日
は
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
三
一
日
と
す
る
」

　

と
決
定
し
た
。

　

モ
レ
ス
ビ
ー
よ
り
も
ラ
バ
ウ
ル
に
近
く
、
補
給
も
比
較
的

容
易
な
ラ
ビ
―
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
東と

う

端た
ん

付
近
に
建
設
さ
れ
た

新
た
な
航
空
基
地
を
、
珊
瑚
海
に
お
け
る
航
空
戦
の
要か

な
めと

す

る
の
だ
。

　

部
隊
の
撤
収
を
担
当
す
る
第
八
艦
隊
司
令
部
で
は
、
足
の

速
い
巡

じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

、
駆く

逐ち
く

艦か
ん

に
守
備
隊
将
兵
を
乗
せ
、
全
員
を

一
挙
に
輸
送
す
る
計
画
を
立
て
、
軽
巡
三
隻
、
駆
逐
艦
一
一

隻
か
ら
成
る
輸
送
部
隊
が
編へ

ん

制せ
い

さ
れ
た
。

　

第
九
戦
隊
は
、
第
三
次
珊
瑚
海
海
戦
の
終
了
直
後
に
第
八

艦
隊
の
指
揮
下
に
入
り
、
岸
司
令
官
に
は
輸
送
部
隊
の
指
揮

を
執と

る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

　

護
衛
と
し
て
、
第
六
戦
隊
の
重
巡
四
隻
と
、
第
一
一
、
一

二
駆
逐
隊
が
付
く
。

　

今
年
八
月
の
時
点
で
、
モ
レ
ス
ビ
ー
を
守
っ
て
い
た
将
兵

は
、
第
二
五
、
二
六
航
空
戦
隊
、
第
九
根こ

ん

拠き
ょ

地ち

隊
、
佐さ

世せ

保ぼ

鎮ち
ん

守じ
ゅ

府ふ

第
五
特
別
陸
戦
隊
、
第
一
三
設
営
隊
、
そ
し
て
陸
軍

第
三
八
師
団
を
合
わ
せ
、
約
一
万
九
〇
〇
〇
名
。

　

八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
に
、
モ
レ
ス
ビ
ー
に
送
ら
れ

た
増
援
部
隊
は
、
約
五
〇
〇
〇
名
。

　

輸
送
部
隊
は
、
収
容
人
数
を
一
万
二
二
六
四
名
と
報
告
し
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て
い
る
か
ら
、
戦
死
者
数
は
約
一
万
二
〇
〇
〇
名
。
二
人
に

一
人
が
戦
死
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
つ
の
拠き

ょ

点て
ん

に
お
け
る
損そ

ん

耗も
う

率
は
、
開
戦
以
来
最
大
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
半
数
の
兵
を
脱
出
さ
せ
得
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
と
言
え
る
。

　

軽
巡
に
せ
よ
、
駆
逐
艦
に
せ
よ
、
輸
送
任
務
の
た
め
に
建

造
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
万
二
〇
〇
〇
名
余
り
の
将
兵

に
と
っ
て
は
、
さ
ぞ
窮
屈
だ
ろ
う
が
、
ど
う
か
堪た

え
て
く
れ

―
と
、
岸
は
胸

き
ょ
う

中ち
ゅ
うで
手
を
合
わ
せ
た
。

　

モ
レ
ス
ビ
ー
は
、
炎
上
を
続
け
て
い
る
。

　

左
後
方
に
は
、
篝

か
が
り

火び

を
思
わ
せ
る
光
が
見
え
て
い
た
が
、

モ
レ
ス
ビ
ー
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
小
さ
く
な
り
、
や
が

て
闇や

み

の
中
に
溶
け
込
む
よ
う
に
消
え
た
。

２

　

出
港
後
、
し
ば
ら
く
は
平へ

い

穏お
ん

な
航
海
が
続
い
た
。

　

護
衛
部
隊
は
輸
送
部
隊
を
先せ

ん

導ど
う

し
、
一
八
ノ
ッ
ト
の
速
力

で
夜
の
海
面
を
進
ん
で
い
る
。

　

前
方
で
は
、
第
一
一
駆
逐
隊
の
「
吹ふ

ぶ
き雪
」「
白し

ら

雪ゆ
き

」「
初は

つ

雪ゆ
き

」
と
第
一
二
駆
逐
隊
の
「
叢む

ら

雲く
も

」「
東し

の
の
め雲
」「
白し

ら

雲く
も

」
が
傘か

さ

形が
た

の
陣じ

ん

形け
い

を
作
っ
て
敵
潜
水
艦
の
襲
撃
に
備そ

な

え
、
そ
の
後
方

に
第
六
戦
隊
の
重
巡
四
隻
が
単た

ん

縦じ
ゅ
う

陣じ
ん

を
作
っ
て
い
る
。

　

輸
送
部
隊
は
、
六
戦
隊
の
後
方
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
モ
レ
ス
ビ
ー
へ
の
物
資
輸
送
に
は
、
ル
イ
ジ

ア
ー
ド
諸
島
東
部
の
ジ
ョ
マ
ー
ド
水す

い

道ど
う

が
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
作
戦
で
は
、
同
諸
島
西せ

い

端た
ん

の
サ
マ
ラ
イ
島
と
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
を
分わ

か
つ
チ
ャ
イ
ナ
水
道
を
通
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

現
海
面
か
ら
同
水
道
の
入
り
口
ま
で
は
、
約
一
一
〇
浬カ

イ
リ。

一
八
ノ
ッ
ト
で
六
時
間
強
だ
。

　

敵
潜
水
艦
の
襲
撃
は
言
う
に
及
ば
ず
、
水
上
部
隊
に
よ
る

攻
撃
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

夜
が
明
け
れ
ば
、
空
襲
の
危
険
が
加
わ
る
。

　

護
衛
部
隊
の
重
巡
、
駆
逐
艦
は
ま
だ
し
も
、
輸
送
部
隊
の

一
四
隻
は
一
万
二
二
六
四
名
の
将
兵
を
収
容
し
て
い
る
た
め
、
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船ふ
な

足あ
し

が
鈍に

ぶ

い
。

　

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
司
令
官
五ご

藤と
う

存あ
り

知と
も

中
将
は
強つ

よ

気き

だ
っ
た
。

「
相
手
が
何
で
あ
れ
、
輸
送
部
隊
に
は
指ゆ

び

一い
っ

本ぽ
ん

触
れ
さ
せ
ぬ
。

連Ｇ

Ｆ

合
艦
隊
も
、
第
八
艦
隊
も
、
そ
の
つ
も
り
で
六
戦
隊
に
護

衛
を
委ゆ

だ

ね
た
は
ず
だ
」

　

と
、
自
身
に
言
い
聞
か
せ
た
。

　

第
六
戦
隊
は
、
モ
レ
ス
ビ
ー
を
巡
る
一
連
の
戦
い
で
武ぶ

勲く
ん

を
立
て
た
部
隊
だ
。

　

第
一
次
珊
瑚
海
海
戦
で
は
、
第
五
戦
隊
の
重
巡
「
妙

み
ょ
う

高こ
う

」

「
羽は

黒ぐ
ろ

」
と
協

き
ょ
う

同ど
う

し
て
、
敵
巡
洋
艦
二
隻
撃
沈
、
三
隻
撃
破

の
戦
果
を
上
げ
た
。

　

七
月
一
五
日
の
第
一
次
ポ
ー
ト
・
モ
レ
ス
ビ
ー
沖
海
戦
で

は
、
第
三
水
雷
戦
隊
と
協
同
し
て
、
敵
巡
洋
艦
三
隻
、
駆
逐

艦
一
隻
を
撃
沈
し
た
。

　

第
六
戦
隊
を
編
制
す
る
青あ

お

葉ば

型
、
古ふ

る

鷹た
か

型
は
、
妙
高
型
以

降
の
重
巡
に
比
べ
て
攻
撃
力
が
小
さ
い
。
総
合
火
力
で
は
、

妙
高
型
の
半
分
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

そ
の
弱
点
を
も
の
と
も
せ
ず
、
六
戦
隊
は
強
力
な
米
艦
隊

を
向
こ
う
に
回
し
、
戦
果
を
上
げ
て
来
た
の
だ
。

　

そ
れ
ら
二
つ
の
海
戦
以
外
に
も
、
船
団
の
護
衛
任
務
中
に

敵
潜
水
艦
の
襲
撃
を
受
け
た
り
、
モ
レ
ス
ビ
ー
入

に
ゅ
う

泊は
く

中
に

空
襲
を
受
け
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
全
て
を
無
事
に
切

り
抜
け
て
来
た
。

　

将
兵
の
間
で
は
「
不ふ

死じ

身み

戦
隊
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

第
八
艦
隊
司
令
部
が
、
第
六
戦
隊
に
護
衛
を
命
じ
た
の
は
、

そ
の
武
勲
と
強

き
ょ
う

運う
ん

を
評
価
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

五
藤
は
こ
の
一
一
月
、
中
将
に
昇
進
し
た
身み

だ
。
こ
の
作

戦
修
了
後
は
、
戦せ

ん

艦か
ん

部
隊
で
あ
る
第
一
一
戦
隊
の
司
令
官
に

任
ず
る
旨む

ね

、
内な

い

示じ

を
受
け
て
い
る
。

　

第
六
戦
隊
司
令
官
と
し
て
の
最
後
の
任
務
だ
。「
不
死
身

戦
隊
」
の
指
揮
官
と
し
て
、
花は

な

道み
ち

を
飾か

ざ

ら
せ
て
貰
う
―
と
、

五
藤
は
心し

ん

中ち
ゅ
うに
期き

し
て
い
た
。

　

〇
時
五
一
分
（
現
地
時
間
一
時
五
一
分
）、

「
逆

ぎ
ゃ
く

探た
ん

、
感か

ん

あ
り
。
波は

長ち
ょ
う

一
〇
セ
ン
チ
。
発
信
間
隔
一
秒

な
い
し
二
秒
。
複
数
の
艦
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
模も

様よ
う

」

　

第
六
戦
隊
の
先
頭
を
ゆ
く
旗
艦
「
青あ

お

葉ば

」
の
艦か

ん

橋き
ょ
う
に
、
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通
信
室
か
ら
の
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

「
来
た
な
」

　

五
藤
は
首
席
参
謀
貴き

島じ
ま

掬き
く

徳の
り

中
佐
と
山や

ま

森も
り

艦
長
に
頷
い
て

見
せ
、
大だ

い

音お
ん

声じ
ょ
うで
矢や

継つ

ぎ
早ば

や

に
命
令
を
下く

だ

し
た
。

「
合か

っ

戦せ
ん

準
備
。
夜や

戦せ
ん

に
備
え
！
」

「
六
戦
隊
全
艦
、
観か

ん

測そ
く

機き

発
進
！
」

「
青
葉
」
か
ら
各
艦
に
信
号
が
送
ら
れ
、

「
観
測
機
発
進
！
」

　

一
一
月
の
定
期
人
事
異
動
で
「
青
葉
」
艦
長
に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し

た
山
森
亀か

め

之の

助す
け

大
佐
が
、
飛
行
長
滝た

き

山や
ま

直な
お

樹き

中
尉
に
命
じ
る
。

　

若
じ
ゃ
っ

干か
ん

の
間
を
置
い
て
、
艦
載
機
の
射
出
音
が
響ひ

び

き
、
爆

音
が
聞
こ
え
始
め
る
。

　

開
戦
時
、
六
戦
隊
の
各
艦
が
搭
載
し
て
い
た
の
は
、
旧

き
ゅ
う

式し
き

の
九
四
式
水
上
偵て

い

察さ
つ

機き

だ
っ
た
が
、
現
在
は
零れ

い

式し
き

水
上
偵

察
機
に
代
わ
っ
て
い
る
。

　

各
艦
か
ら
二
機
ず
つ
放
た
れ
た
水
偵
が
、
三み

つ

菱び
し

「
金き

ん

星せ
い

」

四
三
型
エ
ン
ジ
ン
の
爆
音
を
高
ら
か
に
響
か
せ
、
夜
空
に
舞

い
上
が
っ
て
ゆ
く
。

「
年と

し

明あ

け
早そ

う

々そ
う

の
海
戦
で
す
か
」

　

貴
島
が
苦
笑
し
た
。

　

新
し
い
年
は
一
時
間
前
に
明
け
た
ば
か
り
だ
が
、
正

し
ょ
う

月が
つ

気
分
は
全
く
な
い
。
戦
闘
を
目も

く

前ぜ
ん

に
控
え
た
緊
張
が
、
艦
を

支
配
し
て
い
る
。

「
新
年
の
挨あ

い

拶さ
つ

は
ラ
ビ
で
聞
く
さ
」

　

五
藤
が
肩か

た

を
軽
く
そ
び
や
か
し
た
と
き
、
右
前
方
の
海
面

に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めい
た
。

「
来
た
！
」

　

貴
島
が
叫さ

け

ん
だ
。

　

第
一
次
、
第
三
次
珊
瑚
海
海
戦
と
同
じ
だ
。
米
艦
隊
は
電で

ん

探た
ん

が
映
し
出
し
た
影か

げ

を
目
標
に
、
砲
撃
を
開
始
し
た
の
だ
。

「
護
衛
部
隊
、
右
砲ほ

う

雷ら
い

戦せ
ん

！
」

「
輸
送
部
隊
、
針
路
七
五
度
！
」

　

五
藤
が
新
た
な
指
示
を
送
り
、

「
輸
送
部
隊
、
順

じ
ゅ
ん

次じ

取と
り

舵か
じ

。
七
五
度
に
変
針
し
ま
す
！
」

　

後
部
見み

張は
り

員い
ん

が
報
告
を
上
げ
る
。

「
敵
は
巡
洋
艦
五
、
駆
逐
艦
の
数
は
不
明
！
」
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「
四
対
五
か
」

　

艦
橋
見
張
員
の
報
告
を
受
け
、
五
藤
は
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

実
際
の
戦
力
差
は
、
よ
り
大
き
い
。
敵
の
巡
洋
艦
が
全
て

重
巡
で
あ
る
場
合
、
主
砲
は
二
〇
セ
ン
チ
砲
九
門
。
六
戦
隊

各
艦
の
主
砲
は
二
〇
セ
ン
チ
砲
連
装
三
基
六
門
だ
か
ら
、
一

隻
当
た
り
の
砲
火
力
は
日
本
側
の
五
割
増
し
だ
。

　

こ
と
主
砲
に
関
す
る
限
り
、
敵
は
二
倍
近
い
火
力
を
有
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

敵
弾
が
唸う

な

り
を
上
げ
て
飛ひ

来ら
い

し
、「
青
葉
」
の
前
方
に
落

下
す
る
。
奔ほ

ん

騰と
う

す
る
水み

ず

柱ば
し
ら
が
前
方
の
視
界
を
遮さ

え
ぎ
り
、
し
ば

し
駆
逐
艦
の
姿
を
隠か

く

す
。

　

闇
の
向
こ
う
に
、
新
た
な
閃せ

ん

光こ
う

が
ほ
と
ば
し
る
。
光
の
中

に
、
敵
の
艦
影
が
浮
か
び
上
が
る
。

「
砲
術
よ
り
艦
長
。
敵
は
右
三
〇
度
、
一ヒ

ト

二フ
タ

〇マ
ル

（
一
万
二
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

　

射
撃
指
揮
所
か
ら
、
報
告
が
届
く
。

　

日
本
側
は
、
ま
だ
一
発
も
撃
っ
て
い
な
い
。
四
隻
の
重
巡

も
、
六
隻
の
駆
逐
艦
も
、
沈ち

ん

黙も
く

を
保
っ
て
い
る
。

「
護
衛
部
隊
突
撃
せ
よ
。
最
大
戦
速
！
」

　

五
藤
は
、
敵
弾
の
飛
翔
音
に
負
け
ぬ
ほ
ど
の
大
声
で
下か

令れ
い

し
た
。

　

距
離
を
詰
め
、
切き

り
札ふ

だ

の
雷
撃
を
見み

舞ま

う
の
だ
。

「
一
一
駆
、
一
二
駆
の
隊
形
が
乱
れ
た
ま
ま
で
す
」

「
構か

ま

わ
ん
。
こ
の
ま
ま
突
っ
込
め
！
」

　

水
雷
参
謀
南み

な
み

祝い
わ
い

少
佐
が
注
意
を
喚か

ん

起き

し
た
が
、
五
藤
は

一い
っ

蹴し
ゅ
うし
た
。

　

既
に
敵
の
砲
撃
を
受
け
て
い
る
以
上
、
隊
列
を
整
え
て
い

る
余
裕
は
な
い
。

「
艦
長
よ
り
機
関
長
。
両

り
ょ
う

舷げ
ん

前
進
全
速
！
」

　

山
森
が
、
機
関
長
磯い

そ

部べ

太た

郎ろ
う

中
佐
に
命
じ
た
。

　

機
関
の
唸
り
が
高
ま
り
、「
青
葉
」
が
加
速
さ
れ
る
。

　

前
方
で
は
、
六
隻
の
駆
逐
艦
が
突
撃
を
開
始
し
、
後
部
か

ら
は
「『
加か

古こ

』『
古ふ

る

鷹た
か

』『
衣き

ぬ

笠が
さ

』
増
速
！
」
の
報
告
が
伝

え
ら
れ
る
。

　

敵
の
第
二
射
弾
が
飛
来
す
る
。
多
数
の
水
柱
が
海
面
に
奔

騰
し
、
し
ば
し
味
方
駆
逐
艦
の
姿
を
隠
す
。
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水
柱
の
太
さ
、
高
さ
に
は
、
大
小
二
種
類
が
あ
る
よ
う
だ
。

敵
は
、
重
巡
と
軽
巡
の
混こ

ん

成せ
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

敵
が
第
三
射
を
放
っ
た
直
後
、
右
前
方
上
空
に
青あ

お

白じ
ろ

い
光

源
が
出
現
し
、
敵
の
艦
影
を
う
っ
す
ら
と
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。

「
観
測
機
よ
り
受
信
。『
敵
針
路
二
七
〇
度
』
！
」

　

通
信
室
が
、
新
た
な
報
告
を
上
げ
る
。

　

敵
は
、
反は

ん

航こ
う

戦せ
ん

の
態
勢
を
取
っ
て
い
る
の
だ
。

「
目
標
、
右
反
航
の
敵
。
砲
撃
始
め
！
」

「
目
標
、
敵
一
番
艦
。
砲
撃
始
め
！
」

　

五
藤
の
命
令
を
受
け
、
山
森
が
射
撃
指
揮
所
に
下
令
し
た
。

　

既
に
測そ

く

的て
き

を
終
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
、「
青
葉
」
の
第
一
、

第
二
砲
塔
が
、
砲
口
に
発
射
炎
を
閃
か
せ
る
。

　

各
砲
塔
一
門
ず
つ
の
交
互
撃う

ち
方か

た

で
は
な
く
、
一い

っ

斉せ
い

撃
ち

方
だ
。

　

現
在
、
敵
を
射し

ゃ

界か
い

に
捉と

ら

え
て
い
る
の
は
、
前
部
の
第
一
、

第
二
砲
塔
だ
け
で
あ
り
、
交
互
撃
ち
方
で
は
一
度
に
二
発
し

か
発
射
で
き
な
い
。

　

砲
術
長
遠え

ん

藤ど
う

孝た
か

志し

中
佐
は
、
交
互
撃
ち
方
で
は
直
撃
弾
を

得
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
考
え
、
最
初
か
ら
の
斉せ

い

射し
ゃ

を

用
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

敵
の
第
三
射
弾
が
唸
り
を
上
げ
て
飛
来
し
、
複
数
の
敵
弾

が
、「
青
葉
」
の
右う

舷げ
ん

至
近
に
落
下
し
た
。

　

手
を
伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
ほ
ど
近
く
に
、
夜よ

目め

に
も
白

い
水
柱
が
奔
騰
し
、
爆
圧
が
連
続
し
て
「
青
葉
」
の
艦
底
部

を
突
き
上
げ
た
。

　

前
方
に
展
開
す
る
駆
逐
艦
も
、
砲
撃
に
踏ふ

み
切
っ
て
い
る
。

　

各
艦
の
艦
橋
や
煙え

ん

突と
つ

が
、
前
甲
板
に
閃
い
た
発
射
炎
に
よ

っ
て
浮
か
び
上
が
り
、「
青
葉
」
の
艦
上
に
砲
声
が
届
く
。

「『
加
古
』
撃
ち
方
始
め
ま
し
た
。『
古
鷹
』『
衣
笠
』
撃
ち

方
始
め
ま
し
た
！
」

　

後
部
見
張
員
が
報
告
を
上
げ
た
と
き
、
右
前
方
の
海
面
に

新
た
な
発
射
炎
が
閃
い
た
。

　

距
離
が
詰
ま
っ
た
た
め
だ
ろ
う
、
閃
光
の
中
に
浮
か
び
上

が
る
敵
の
艦
影
が
拡
大
し
て
い
る
。

「
司
令
官
、
雷
撃
は
い
か
が
な
さ
い
ま
す
か
？
」
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「
ま
だ
だ
。
も
う
少
し
近
づ
く
」

　

南
水
雷
参
謀
の
問
い
に
、
五
藤
は
即
答
し
た
。

　

強
き
ょ
う

力り
ょ
く

無む

比ひ

の
九
三
式
六
一
セ
ン
チ
魚
雷
も
、
遠
距
離
か

ら
発
射
し
た
の
で
は
、
命
中
は
望
め
な
い
。

　

確
実
を
期
す
に
は
、
充
分
距
離
を
詰
め
る
こ
と
だ
。

「
用
意
…
…
だ
ん
ち
ゃ
ー
く
！
」

　

砲
撃
後
の
経
過
時
間
を
測は

か

っ
て
い
た
榎

え
の
き

八は
ち

郎ろ
う

上
等
水
兵

が
報
告
す
る
。

　

五
藤
は
敵
艦
隊
を
注

ち
ゅ
う

視し

す
る
が
、何
も
起
こ
ら
な
い
。「
青

葉
」
の
第
一
射
は
、
空か

ら

振ぶ

り
に
終
わ
っ
た
の
だ
。

「
初し

ょ

弾だ
ん

命
中
は
望
め
ぬ
か
」

　

山
森
が
、
失し

つ

望ぼ
う

を
隠
せ
ぬ
様
子
で
溜た

め

息い
き

を
つ
い
た
。

　

新
し
い
「
青
葉
」
艦
長
は
、
海
軍
砲
術
学
校
教き

ょ
う

頭と
う

と
い

う
前
歴
の
持
ち
主
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
初
弾
か
ら
の
直
撃
を

期
待
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
青
葉
」
が
第
二
射
を
放
つ
。

　

四
門
の
砲
口
か
ら
火か

焔え
ん

が
ほ
と
ば
し
り
、
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
砲
声

が
耳じ

朶だ

を
打
つ
。
発
射
の
反
動
を
受
け
た
鋼
鉄
製
の
艦
体
が

震ふ
る

え
る
。

　

入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
敵
の
第
四
射
弾
が
飛
来
す
る
。

　

弾
着
の
瞬
間
、「
青
葉
」
の
右
前
方
に
閃
光
が
走
っ
た
。

　

第
一
一
駆
逐
隊
の
三
番
艦
「
初
雪
」
が
、
後
部
か
ら
炎
を

噴
き
上
げ
、
艦
影
を
赤あ

か

々あ
か

と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　

機
関
部
に
被
害
を
受
け
た
の
か
、
前
を
ゆ
く
一
一
駆
の

「
吹
雪
」「
白
雪
」
と
の
距
離
が
み
る
み
る
開
い
て
ゆ
く
。

「
青
葉
」
が
燃
え
盛
る
「
初
雪
」
の
左
脇
を
通
過
し
た
と
き
、

艦
の
様
子
が
見
て
取
れ
た
。

「
初
雪
」
の
艦
尾
で
炎
が
躍お

ど

り
、
大
量
の
黒こ

く

煙え
ん

が
周
囲
の
海

面
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
速
力
は
大
幅
に
低
下
し
、
今
に
も

行ゆ

き
足あ

し

が
止
ま
り
そ
う
だ
。

　

炎
上
す
る
「
初
雪
」
が
視
界
の
外
に
消
え
た
と
き
、
榎
一

水
が
「
だ
ん
ち
ゃ
ー
く
！
」
と
報
告
し
た
。

　

直
後
、
右
前
方
の
海
面
に
閃
光
が
走
っ
た
。

　

橙
だ
い
だ
い

色い
ろ

の
光
が
揺
ら
め
き
、
敵
の
艦
影
が
浮
か
び
上
が
っ

た
。

「
よ
し
！
」
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「
う
む
！
」

　

山
森
が
歓
喜
の
声
を
上
げ
、
五
藤
も
満
足
感
を
覚
え
て
頷

い
た
。

「
青
葉
」
は
、
第
二
射
で
直
撃
弾
を
得
た
の
だ
。

「
青
葉
」
の
主
砲
が
、
こ
の
日
三
度
目
の
咆ほ

う

哮こ
う

を
上
げ
る
。

第
一
、
第
二
砲
塔
四
門
の
二
〇
セ
ン
チ
主
砲
か
ら
放
た
れ
た

射
弾
が
、
火
災
を
起
こ
し
た
敵
艦
目
が
け
て
飛
翔
す
る
。

　

直
後
、
敵
の
隊
列
の
中
で
、
連
続
し
て
発
射
炎
が
ほ
と
ば

し
り
始
め
た
。

　

お
よ
そ
六
秒
か
ら
七
秒
置
き
に
閃
光
が
走
り
、
敵
艦
の
姿

が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
。

　

敵
弾
は
唸
り
を
上
げ
て
飛
来
し
、「
青
葉
」
や
先
行
す
る

駆
逐
艦
五
隻
の
周
囲
に
、
続
け
ざ
ま
に
水
柱
を
噴
き
上
げ
る
。

「
何
だ
、
い
っ
た
い
⁉
」

「
司
令
官
、
敵
軽
巡
の
連
続
斉
射
で
す
！
」

　

五
藤
の
叫
び
声
を
受
け
、
山
森
が
血け

っ

相そ
う

を
変
え
て
叫
ん
だ
。

　

五
藤
は
、
一
瞬
で
状
況
を
悟さ

と

っ
た
。

　

軽
巡
や
駆
逐
艦
の
主
砲
は
、
口
径
が
小
さ
く
、
砲
弾
も
軽

い
た
め
、
装そ

う

填て
ん

時
間
が
短
い
。
ひ
と
た
び
連
続
斉
射
に
踏
み

切
れ
ば
、
短
時
間
で
多
数
の
砲
弾
を
叩
き
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

一
一
月
四
日
の
第
三
次
珊
瑚
海
海
戦
で
は
、
第
三
戦
隊
の

戦
艦
「
榛は

る

名な

」
が
英
軍
の
軽
巡
三
隻
か
ら
連
続
斉
射
を
浴
び

せ
ら
れ
、
大
き
な
損
害
を
受
け
て
い
る
。

　

米
艦
隊
の
指
揮
官
は
、
な
か
な
か
直
撃
弾
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
業ご

う

を
煮に

や
し
、
一
か
八
か
の
連
続
斉
射
に
踏
み
切
っ

た
の
だ
。

「
六
戦
隊
各
艦
、
目
標
を
敵
軽
巡
に
変
更
！
」

「
艦
長
よ
り
砲
術
、
目
標
、
連
続
斉
射
中
の
敵
軽
巡
！
」

　

五
藤
が
全
艦
に
下
令
し
、
山
森
が
遠
藤
砲
術
長
に
命
じ
る
。

「
青
葉
」
の
主
砲
が
し
ば
し
沈
黙
し
、
二
〇
秒
ほ
ど
の
間
を

置
い
て
か
ら
砲
撃
を
再
開
す
る
。

　

そ
の
間
に
も
、
敵
軽
巡
の
一
五
・
二
セ
ン
チ
砲
弾
は
次
々

と
飛
来
す
る
。

「
青
葉
」
や
駆
逐
艦
五
隻
の
周
囲
に
多
数
の
水
柱
が
奔
騰
し
、

至
近
弾
の
爆
圧
が
艦
底
部
を
突
き
上
げ
る
。
そ
の
狂

き
ょ
う

騒そ
う

が
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収
ま
る
よ
り
早
く
、
新
た
な
敵
弾
が
飛
来
す
る
。

　

連
続
射
撃
の
合あ

い

間ま

を
縫ぬ

う
よ
う
に
し
て
、
重
巡
の
二
〇
セ

ン
チ
砲
弾
も
飛
ん
で
来
る
。

　

軽
巡
の
一
五
・
二
セ
ン
チ
砲
弾
ほ
ど
発
射
間
隔
は
短
く
な

い
が
、
一
発
当
た
り
の
破
壊
力
は
大
き
い
。

「
青
葉
」
以
下
の
四
隻
も
、
反
撃
す
る
。

　

連
続
射
撃
を
放
っ
て
い
る
軽
巡
を
目
標
に
、
第
一
、
第
二

砲
塔
の
四
門
を
発
射
し
、
二
〇
セ
ン
チ
砲
弾
を
叩
き
込
む
。

　

だ
が
、
六
戦
隊
の
四
隻
が
一
射
を
放
つ
間
に
、
敵
軽
巡
は

三
度
か
ら
四
度
の
砲
撃
を
浴
び
せ
て
来
る
。

　

敵
弾
は
間か

ん

断だ
ん

な
く
飛
来
し
、
周
囲
の
海
面
を
激
し
く
沸わ

き

返
ら
せ
る
。

　

直
撃
弾
は
出
な
い
も
の
の
、
至
近
弾
に
よ
る
爆
圧
は
、
艦

底
部
を
連
続
し
て
突
き
上
げ
る
。

「
第
二
缶か

ま

室し
つ

に
浸
水
！
」

　

磯
部
機
関
長
が
報
告
し
た
直
後
、「
青
葉
」
の
左
舷
前
方

に
強
烈
な
閃
光
が
走
っ
た
。

　

光
は
次
の
瞬
間
、
巨
大
な
火
焔
に
変
わ
り
、
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
い
炸
裂
音
が
「
青
葉
」
の
艦
橋
に
届
い
た
。

「『
東
雲
』
轟ご

う

沈ち
ん

！
」

　

と
、
艦
橋
見
張
員
が
報
告
す
る
。

　

第
一
二
駆
逐
隊
の
二
番
艦
「
東
雲
」
が
、
直
撃
弾
を
受
け

た
の
だ
。
爆
発
の
規
模
か
ら
見
て
、
艦
中
央
部
の
魚
雷
発
射

管
に
被
弾
し
、
誘ゆ

う

爆ば
く

を
起
こ
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

護
衛
部
隊
は
、
二
隻
目
の
駆
逐
艦
を
失
っ
た
の
だ
。

「
敵
と
の
距
離
は
⁉
」

「
八ハ

チ

〇マ
ル

（
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

「
よ
し
、
魚
雷
発
射
始
め
！
」

　

南
水
雷
参
謀
の
返
答
を
受
け
、
五
藤
は
断だ

ん

を
下
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
魚
雷
を
発
射
す
る
前
に
敵
の
砲
撃
で
叩

き
の
め
さ
れ
て
し
ま
う
。
発
射
管
に
直
撃
弾
を
受
け
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
東
雲
」
の
二に

の
舞ま

い

だ
。

　

多
少
遠
く
て
も
、
雷
撃
に
踏
み
切
っ
た
方
が
よ
い
。

「
艦
長
よ
り
水
雷
、
魚
雷
発
射
始
め
！
」

　

敵
弾
の
飛
翔
音
、
至
近
弾
の
炸
裂
音
が
間
断
な
く
響
く
中
、

山
森
が
水
雷
指
揮
所
に
下
令
す
る
。
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若
干
の
間
を
置
い
て
、

「
魚
雷
発
射
完
了
！
」

　

水
雷
長
石い

し

黒ぐ
ろ

哲て
つ

雄お

少
佐
が
報
告
し
、

「『
加
古
』『
古
鷹
』『
衣
笠
』
よ
り
信
号
。『
我ワ

レ

、
魚
雷
発
射

完
了
』」

「『
吹
雪
』『
叢
雲
』
よ
り
入
電
。
一
一
駆
、
一
二
駆
と
も
魚

雷
発
射
完
了
」

　

後
部
指
揮
所
と
通
信
室
か
ら
も
報
告
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

六
戦
隊
の
各
艦
は
九
三
式
六
一
セ
ン
チ
魚
雷
四
本
、
一
一

駆
、
一
二
駆
の
吹
雪
型
駆
逐
艦
は
九
〇
式
六
一
セ
ン
チ
魚
雷

九
本
。

　

酸
素
魚
雷
と
空
気
魚
雷
を
合
わ
せ
て
、
五
二
本
の
魚
雷
が
、

砲
撃
を
繰
り
返
す
敵
艦
目
が
け
て
放
た
れ
た
の
だ
。

　

雷
撃
距
離
を
考
え
れ
ば
、
あ
ま
り
高
い
命
中
率
は
望
め
な

い
。
一
本
で
も
命
中
す
れ
ば
、
上

じ
ょ
う

々じ
ょ
うか
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
自
分
た
ち
の
任
務
は
敵
艦
隊
の
撃げ

き

滅め
つ

で
は
な
く
、

輸
送
部
隊
の
護
衛
だ
。
敵
を
混
乱
に
陥

お
と
し
いれ
、
輸
送
部
隊
に

近
寄
ら
せ
な
け
れ
ば
、
作
戦
目
的
は
達
成
で
き
る
。

「
青
葉
」
以
下
の
各
艦
は
、
砲
撃
を
続
け
る
。

　

反
航
に
よ
っ
て
相そ

う

対た
い

位
置
が
変
わ
っ
た
た
め
、
最
初
は
沈

黙
を
保
っ
て
い
た
第
三
砲
塔
も
、
砲
撃
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　

砲
撃
の
た
び
、
砲
声
が
艦
橋
を
包
み
、
他
の
音
全
て
を
か

き
消
す
。

　

敵
軽
巡
は
、
な
お
連
続
斉
射
を
続
け
て
お
り
、「
青
葉
」

や
駆
逐
艦
四
隻
の
周
囲
に
、
水
柱
が
繰
り
返
し
奔
騰
す
る
。

「
一
一
駆
、
一
二
駆
、
七
五
度
に
変
針
！
」

　

五
藤
は
、
新
た
な
命
令
を
発
し
た
。

　

防
御
力
の
弱
い
駆
逐
艦
を
、
こ
れ
以
上
敵
の
砲
火
に
さ
ら

す
べ
き
で
は
な
い
。
敵
巡
洋
艦
の
砲
火
は
、
六
戦
隊
が
引
き

受
け
る
の
だ
。

　

四
隻
の
駆
逐
艦
が
取
舵
を
切
っ
た
。

「
青
葉
」
の
前
方
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
い
た
航
跡
が
、
大
き

な
弧こ

を
描
き
、
左
方
へ
と
向
か
っ
た
。

　

直
後
、
通
信
室
か
ら
新
た
な
報
告
が
飛
び
込
ん
だ
。

「
輸
送
部
隊
よ
り
受
信
。『
我
、
敵
ノ
攻
撃
ヲ
受
ク
』
！
」

「
何
だ
と
⁉
」



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




